
別表３（第４の１項、第６の１項、第20の２項及び第21の２項関係） 
 
 管理施設の基準の詳細 

輸入禁止品の 
グ ル ー プ 名 

施設等の具備すべき条件 

Ａ及びＤ 

（１）輸入禁止品の保管及び試験研究等に使用する施設等は、天井、壁及び床
が、輸入禁止品及びこれに付着する検疫有害動植物が分散しない構造であ
って、振動、転倒、落下等による外部からの衝撃により容易に損壊しない
構造であること。 

（２） 輸入禁止品の保管及び展示には、輸入禁止品の種類に応じて、輸入禁
止品及びこれに付着する検疫有害動植物が散逸しない構造の専用容器（以
下「密閉型容器」という。）を使用すること。 

（３）オートクレーブ等の殺虫・殺菌設備が備えられていること。 
（４） 輸入禁止品を栽培する場合、他の植物から隔離できる人工気象器等の

設備又は温室であること。 
（５） 輸入禁止品の栽培時に水が流出する場合、当該輸入禁止品をポット栽

培し、流出した水を全て回収できる設備が備えられていること。 
（６） 輸入禁止品を温室で栽培する場合は、温室の出入口が二重扉又はこれ

と同等の効果を有する構造物であること。 
（７）その他輸入禁止品の種類、試験研究等の内容に応じ、必要な分散防止措

置が講じられていること。 

Ｂ 

（１）輸入禁止品の保管及び試験研究等に使用する施設等は、天井、壁及び床
が、輸入禁止品が分散しない構造であって、振動、転倒、落下等による外
部からの衝撃により容易に損壊しない構造であること。 

（２）輸入禁止品の保管、展示及び飼育には、密閉型容器を使用すること。た
だし、防除機関において「ウリミバエに生殖を不能にする措置を行い、ウ
リミバエ防除事業に利用するため大量増殖を行う場合」は、密閉型容器を
使用せずに専用の飼育室内で飼育することを妨げない。 

（３）オートクレーブ等の殺虫設備が備えられていること。 
（４）管理施設の出入口を二重扉とすること。ただし、線虫を管理する場合を

除く。 
（５）飼育室は、飼育している輸入禁止品が管理者の出入りにより散逸しない

よう管理できる部屋であり、専用の作業服を用意すること。 
（６）輸入禁止品を植物に接種等し、当該植物を栽培する場合、接種等及び栽

培を行う場所は、他の植物から隔離できる人工気象器等の設備又は温室で
あること。 

（７）（６）の植物の栽培時に水が流出する場合、当該植物をポット栽培し、
流出した水を全て回収できる設備が備えられていること。 

（８）ミバエ類等の高い飛翔性を有する輸入禁止品を管理する場合にあって
は、次の各号の条件を満たしていること。 
ア 管理施設は、屋内施設のみを使用し、試験室出入口にはエアカーテン

が設置された前室又はこれと同等以上の安全設備が併設されているこ
と。 

イ 管理施設は施錠され、関係者以外の立入りを制限できること。 
（９）その他輸入禁止品の種類、試験研究等の内容に応じ、必要な分散防止措

置が講じられていること。 

Ｃ 

（１）輸入禁止品の保管及び試験研究等に使用する施設等は、天井、壁及び床
が、輸入禁止品が分散しない構造であって、振動、転倒、落下等による外
部からの衝撃により容易に損壊しない構造であること。 

（２）輸入禁止品の増殖や培養を行う際は、密閉型容器を使用すること。 
（３）オートクレーブ等の殺菌設備が備えられていること。 
（４）輸入禁止品を植物に接種し、当該植物を栽培する場合、接種及び栽培を

行う場所は、他の植物から隔離できる人工気象器等の設備又は温室である
こと。 

（５）（４）の植物の栽培時に水が流出する場合、当該植物をポット栽培し、
流出した水を全て回収できる設備が備えられていること。 

（６）胞子を産する、又は花粉伝染性を有する等、高い分散性を有する輸入禁
止品を接種した植物を温室等で栽培する場合にあっては、当該温室等の開
口部が分散を防止する構造であり、専用の作業服を用意すること。 

（７）昆虫伝搬性を有する輸入禁止品を接種した植物を温室等で栽培する場合
にあっては、当該温室等の開口部が昆虫の侵入を防止する構造であるこ
と。 

（８）その他輸入禁止品の種類、試験研究等の内容に応じ、必要な分散防止措
置が講じられていること。 


